
ソーラーシェアリング

農業との共生

市民エネルギーちば合同会社 代表社員 東 光弘
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Cafe

自然エネルギー100％社会の実現を目指しています！
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【本日のお話】

■ソーラーシェアリングとはどんなものか・・！？

■それによる都市と農村の協働の可能性。

『概略そして、その魅力と課題』

『その実例と、今後の可能性』

【前半】

【後半】



営農型太陽光発電
=

ソーラーシェアリング

まずは最初に!!



ソーラーシェアリングとは!?

①農地の上に、藤棚のような高い架台（2.5ｍ～3.5ｍほど）

②隙間（約3分の2）をあけて小型ソーラーパネルを並べる。

③耕作が必要条件。（3年ごとに農業委員会の審査）



CHO技術研究所 長島彬氏

■ソーラーシェアリングの発案者

■元大手農機具メーカーの設計開発者

■2004年特許を普及の為に公開（考案2003）

■千葉県市原市に実験農場

■無料見学会の実施

■無償で後進の指導にあたる。

■東は長島さんの弟子になります。

【発案者】
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Solar Sharing



陰ができても作物は育つの？・・・光飽和点

■遮光率34％以下

であれば、どんな作
物も問題なく元気に
育ちます。

■季節や作物によっ
ては、太陽光パネル
の下の方が、良く育
つこともあります。
■曇りの日は10～50
キロルクスです。



電磁波は大丈夫なの？

■太陽光パネルは、直流で電気を生み出し、それぞれ直列
に接続されていますので、『電磁波』は発生しません。

※ただしパワーコンディショナーは交流に変換しているので、電磁波
が発生しています。ただし50ｃｍ以上離れれば、街中の電線の下を歩
くより、電動歯ブラシを口に入れるより小さな値です。

■実際の畑でも、今のところ作物や働く人から健康に関して
の問題は報告されていません。



風で飛ばされないの？

■幅の薄い太陽光パネルを使っているので、風荷重はシス
テム全体の重量からして、相当安全側に設計されています。
風速50ｍでもまだ余裕があります。

■念のため、これまでにない大きな台風が来ると予想される
時は、北側のパネルだけ反対向きにします。

■むしろシステムの沈み込みに留意します。



ソーラーシェアリングの魅力

＜農作業の面から＞
■時々、日陰があるので農作業がとても楽になります。
■放射冷却が防げるので、雪解けが早い。

＜環境・施行の面から＞

■メガソーラーのように地面を切り崩したり、草を防ぐために
除草剤を撒いたりしないので、設備の下でもＣＯ2を吸収。

■隙間を空けて高い位置にあるので、空冷により太陽光パネ
ルの温度上昇が抑えられ発電効率が高い。
■素人でも多くの建設・メンテ作業に携われる。
■巨大資本ではなく関わる人々に収益が分配される。



ソーラーシェアリングの課題

【手続きの面から】

■初めての行政区分で申請をする際に、農業委員会の許可
を得るのに手間がかかる。（実績・人柄が重視される）

【運営の面から】
■太陽光パネルの下で耕作が継続されることが条件なので、
安定して長い期間耕作していただける体制作りが不可欠。

■幅の狭い太陽光パネルの生産量が高いので、メガソー
ラーなどに比べてコストが高い。



農家さん都市住人 やさい

交流

ボランティア

地
域
の
活
性
化

市民出資

農村体験

精
神
的
な
豊
か
さ

他の都市住人との出会い

週末農業

自己実現

見学



千葉県匝瑳市飯塚 ■パネル容量 約35ｋｗ
■アメリソーラー 70Ｗ×約500枚
■パワコン/オムロン5.9ｋｗ×5台
■2014年6月着工
■2014年8月設備完成
■2014年9月通電開始
■予算/約900万円弱

■10月より『市民エネルギーちば合

同会社』を通じてパネルオーナー制
により資金を調達・運用を開始。

市民共同出資型ソーラーシェアリング発電所！



柱を建てる
柱を建てる穴



ボイド管にセメント注入ボイド管



2014.6 架台の基本が完成



パネル取付用の単管を組んでいく！





ちょっと一服。市民エネルギーちば合同会社の面々











《場》としての市民発電所を作ろう！

【例】こどもを放射能から守る団体がつくる！

集いの場が
欲しい

明るい話が
欲しい

活動資金が
欲しい

会の広がり
が欲しい

会の継続
性が欲しい

具体的成果
が欲しい

畑の上で
子どもと発電

未来を耕して
いる実感

インカムとして
の役割

新機軸による
新たな繋がり

活動のベース
基地になる

直接的
脱原子力
脱化石燃料

じぶん達の【居場所】をつくろう！じぶん達の【物語】をつくろう！

今後の協働の可能性



《場》としての市民発電所を作ろう！

だれでも参加＆実現可能であるスキームを大切にしたい！

資金面

技術面

物語

1口1万～5万円

市民エネルギー
ちばがサポート

これが一番
大切

じぶん達の【居場所】＆【物語】の建設が社会を動かしていく！

10kwhで約300万円
⇒年40万円回収

資金・施行・企画etc
管理運営サポート

日常的に未来を想
像してコミュニケート



【今後の協働の可能性】 ※2015.3月実施で進行中

【福祉】【農業】【自然エネルギー】の融合

■それぞれの抱える課題を協力することで一歩進めていく。

【福祉】 ・作業のやりがい向上 ・収入の向上 ・社会との接点

【農業】 ・人手の確保 ・人が集う事での地域の活性化 ・耕作継続性

【自然エネルギー】 ・場所の確保 ・継続性の確保

レインボープロジェクト

福祉施設の園芸療法・作業とソーラーシェアリングの融合



～【広がる】イメージは自然から学んできました～

■荒地（スタート） ■イネ科の雑草を植える ■強いハーブを植える

雑草も生えない

水持ちアップ

微生物が育ちだす

土に空気が入る

■何でも育つ

【例/自販機前の雑草も生えない街路樹の植込み再生】

土間のようにカチカチ 固体が環境に適合

ジュース/オイルの残り

科学物質の分解

他の木より元気に！多様性の発生

循環が生まれる

ゴミ投棄の減

他の植物受入れ樹勢も弱々しい

街の人が苗を寄贈

皆で次の植込みへ



学び・工夫

相互作用

発展

行動

変化

自律性

【意識】

【視点】

の発生

～『つながり』のイメージは自然から学んできました～

■荒地（スタート） ■イネ科の雑草を植える ■強いハーブを植える ■何でも育つ

【一例/自販機前の雑草も生えない街路樹の植込み再生】

循環

調和

発展・展開



ご清聴ありがとうございました。

Ｆｉｎ

いつか畑でお会いしましょう！


